


研究活動の新たな収⼊源

研究者の偏愛
ぶりに触れる
ツアー

京⼤博⼠
の

「偏愛講座」

研究内容を分かりやすいく伝える⽅法



No1.キリンが保育園で⼦育て？

研究者の偏愛ぶりに触れる
ツアー



No.2.聞こえない蝙蝠の「声」を聴く
こう もり

研究者の偏愛ぶりに触れる
ツアー





No3.学問の歴史探求

研究者の偏愛ぶりに触れる
ツアー





京⼤博⼠の「偏愛講座」全7回

第1回 ⽞洋社・アジア主義 第2回 男性が化粧をするよう
になった時代の到来

第3回 微⽣物のエネルギー事情 第4回 中華⺠族に吞み込まれる
少数⺠族のアイデンティティ

第5－①回
毒ヘビのハンティング

死の接吻に⾄るまで」

第7回 フンのお茶を淹れる。
事業として研究対象として

第5－②回
 災害を契機に私たち

はどう⽣きるか︖

第6回 カクレクマノミの
ユニークな光反応

⼈間・環境学 ⽂学 教育
学

微⽣物
学

動物
学

海洋
⽣物学

防災⼯
学 

昆⾍
学



京⼤博⼠の「偏愛講座」全7回

















ポイント① 研究者の研究テーマを彼らのフィールドで学ぶツアー

ポイント③ ⼩学⽣以上参加可能の内容。配布資料付き。

ポイント② １回8名、研究者と1.5〜２時間ウオーキング。

「偏愛ツアー」の⼯夫のポイント



◆参加者:
・フィールドで質問に応えられる研究者の
知識に驚き、満⾜できた。
・普段歩いている場所も学ぶことでき、
⾮⽇常的な体験ができた。
◆研究者︓
市⺠にアウトリーチできる貴重な機会。

【機会】

【課題】
・遊んで学べる体験プラットフォームで募集
したが、集客が厳しかった。
・学外ツアーには、京⼤保有の展⽰や標
本、⼤学施設の活⽤ができない。
・飲⾷付きツアーの開催には旅⾏業資格
の取得が必要。
・研究フィールドを歩くことに意味のある
研究内容とのマッチング

「偏愛ツアー」の機会と課題

◆京⼤の研究活動全般に
興味のあるターゲット
選定

◆学内関係者向けの
ツアー企画

学⽣の家族
⼊学希望の⾼校⽣向け

【今後の⽅向性】



19

ポイント④構成は研究対象の基礎的な情報+研究内容（1:１）

ポイント① 研究内容を⼀般の⼈が興味を持つコンテンツに企画

研究テーマ︓「ヘビ毒の進化機構に関する研究」
偏愛講座︓毒ヘビのハンティング〜死の接吻に⾄るまで

ポイント③少⼈数10⼈で双⽅向コミュニケーションを重視

ポイント②研究者に分野外の聴衆に向けた発表⽅法のアドバイス

「偏愛講座」の⼯夫のポイント



知的な好奇⼼が⾼い

⼀般知識レベル

学界関係者⼀般の⼈々

◆研究者同⼠

◆卒業⽣

◆⼊学希望者

◆在学⽣の
ファミリー

◆社会⼈
◆経営者

◆⼦ども向け
◆市⺠と研究
者の対話

ステークホルダーごとに
研究内容を分かりやすく伝えるポイント

・基礎科学の
⾯⽩さ
・当研究の分
野の基礎の基
礎を説明する
事に特化する

・研究教育⽣
活の苦労・楽
しい話
・研究環境の
魅⼒
・研究内容か
ら得られた新
たな発⾒

・最先端の研
究内容、研究
情報、その周
辺の話

・研究内容の
有⽤性
・研究内容の
意義、その可
能性




